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租税史を課税・収税システムの形成とその実態究明だけに終わらせるのではなく、「租税」という 

アプローチから広く近代日本社会を検証し直す試み。 

 

～版元から～ 租税史という研究分野は、近代日本における課税・収税システムの形成とその実態の究明はもちろん、政治・行政・ 

経済・社会・思想・文化など多方面からの検討が不可欠です。同時に、「租税」は日本近代史への新たなアプローチを模索するため 

のキーワードとしても捉えられます。本書は近代租税史論集の第 3弾として、「租税」を研究視角に設定するからこそ明らかになってく 

る近代日本社会の多様なあり方とその実態を解明します。  
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弊社はいつでも返品を

受け付けていますが、

逆送のご心配がある場

合は、「永滝 了解」と

して返品下さい。 
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ご注文は 有志舎 担当：永滝（ナガタキ）まで FAX：０３－５９２９－７３５２ 

当社商品の取扱取次はトーハン・ＪＲＣ・八木書店ですが、日販・楽天 BNほか、いずれの取次でも左記取次経由で送品し

ます。なお、ＪＲＣからも同じ注文書が重複して送られた場合は、この注文書だけを弊社にご返信ください。 
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